
● 人のうごき　世帯数／1,594戸　人口／4,094人　男／2,040人　女／2,054人（令和6年5月末現在）

消防団自動車班  新機関入魂式  4月20日（土）

　

令
和
６

年
度
は
、

見
直
し
後

の
「
第
２

次
基
本
構

想
・
基
本
計
画
」
を
ベ
ー
ス
に
「
あ
な

た
も
私
も
暮
ら
し
や
す
い
自
然
・
歴
史
・

文
化
・
も
の
づ
く
り
が
煌き

ら

め
く
新
舞
台

『
麻
績
の
里
座
光
寺
』」
の
後
期
計
画
の

実
現
に
向
け
て
事
業
実
施
を
進
め
る
と

と
も
に
、
５
委
員
会
、
５
特
別
委
員
会

は
独
自
の
活
動
と
と
も
に
連
携
し
、
事

業
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症

法
上
の
位
置
付
け
が
、
２
類
相
当
か
ら

５
類
へ
引
き
下
げ
ら
れ
た
の
を
受
け
、

今
年
度
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
安
全

を
優
先
し
、
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
深
め
つ
つ
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
度
４
年
ぶ
り
に
第
11
回
夏
祭
り

を
開
催
し
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
参

加
を
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
ん
で
い
た

だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
も
大
人

も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
企
画
を
考
え
、

第
12
回
を
７
月
27
日
（
土
）
に
開
催
す

る
予
定
で
お
り
ま
す
。

　

９
月
１
日
（
日
）
に
は
、
飯
田
市
地

震
総
合
防
災
訓
練
（
座
光
寺
地
域
防
災

訓
練
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
４

区
が
当
番
区
と
な
っ
て
お
り
、
訓
練
内

容
は
、
今
後
区
連
絡
会
な
ど
に
お
い
て
、

決
め
て
行
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
27
日
（
金
）
に
は
、
座

光
寺
地
区
に
お
け
る
「
市
長
と
語
る
ま

ち
づ
く
り
懇
談
会
」
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
各

部
、
各
委
員
会
、
地
区
に
意
見
を
聞
き

決
定
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

渋
谷
区
と
の
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、

パ
ノ
ラ
マ
フ
ァ
ー
ム
大
門
の
渋
谷
り
ん

ご
パ
ー
ク
で
の
交
流
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以

降
途
絶
え
て
お
り
ま
す
が
、
渋
谷
区
民

祭
り
の
座
光
寺
の
り
ん
ご
配
布
や
、
原

宿
・
表
参
道
キ
ャ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
の

お
ん
で
ん
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
の
、
り
ん
ご
や
シ
ー
ド
ル
販
売
等

交
流
は
継
続
さ
れ
て
お
り
、
10
月
に
は

長
谷
部
渋
谷
区
長
の
来
飯
も
予
定
さ
れ
、

交
流
の
再
開
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

恒
川
官
衙
遺
跡
整
備
に
つ
い
て
は
、

展
示
場
や
学
習
施
設
を
備
え
た
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設
の
建
築
が
今
年
度
よ
り
始

ま
り
、
今
後
、
２
０
０
０
年
浪
漫
の
郷

委
員
会
ガ
イ
ド
部
会
の
拠
点
と
し
て
の

活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
の
土
地
利
用
計
画
で
は
、
大
堤

の
埋
立
活
用
を
市
へ
要
望
、
信
州
大
学

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
室
と
意
見
交
換

飯田市より小型動力ポンプ付き積載車が交付され、自動車班に配備されました。麻績神社
にて入魂式が行われ、今後の地域防災への活躍が期待されます。
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「
麻
績
の
里
」の
美
し
い
自
然

と
環
境
を
守
り
、次
世
代
へ

伝
え
る

環
境
衛
生
委
員
会

を
行
い
な
が
ら
、
将
来
の
土
地
利

用
の
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
で
は
大
変
革
時
代
を
迎

え
、
リ
ニ
ア
の
関
連
事
業
の
整
備

が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
地
域
の

リ
ニ
ア
本
線
工
事
が
２
０
２
７
年

か
ら
２
０
３
１
年
へ
と
４
年
の
延

期
を
受
け
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
不

安
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
す

る
方
々
の
意
向
を
踏
ま
え
、
事
業

者
・
関
係
機
関
に
対
し
て
必
要
な

要
請
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
地
域
の
皆
様
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
自
治
会
活
動

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

○
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
を
目

指
し
、
日
頃
か
ら
「
捨
て
な
い
」

「
落
ち
て
い
た
ら
拾
う
」
運
動
を

推
進
し
ま
す
。

１　

集
積
所
の
適
正
な
管
理

・
地
域
住
民
と
協
力
し
て
、
快
適

に
利
用
で
き
る
集
積
所
を
目
指
し

ま
す
。

・
ア
ル
ミ
缶
回
収
事
業
基
金
等
を

活
用
し
て
、
集
積
所
の
修
繕
や
改

修
を
行
い
ま
す
。

２　

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ア

ル
ミ
缶
等
の
回
収
事
業
を
月
２
回

実
施
し
ま
す
。

３　

ご
み
ゼ
ロ
運
動
と
不
法
投
棄

監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

・
年
２
回
、
春
と
秋
の
ご
み
ゼ
ロ

運
動
に
合
わ
せ
て
、
委
員
全
体
で

不
法
投
棄
物
の
撤
去
作
業
を
実
施

し
ま
す
。

・
市
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
員
１
名
・

地
区
パ
ト
ロ
ー
ル
員
５
名
に
よ
る

月
１
回
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ま
す
。

４　

全
市
一
斉
水
辺
等
美
化
活
動

（
河
川
清
掃
）
の
実
施

・
６
月
、
全
市
一
斉
に
実
施
さ
れ

る
水
辺
等
美
化
活
動
（
河
川
清

掃
）
に
合
わ
せ
て
、
地
区
ご
と
に

計
画
を
立
て
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
河
川
や
周
辺
環
境
の
美
化
活
動

を
行
い
ま
す
。

５　

環
境
保
全
、
快
適
な
生
活
環

境
を
実
現
す
る
た
め
の
企
画
・

教
育
・
啓
発

・
水
生
生
物
学
習
会
に
て
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
環
境
衛
生
学
習
会

を
実
施
し
ま
す
。

・
河
川
等
の
水
質
検
査
を
実
施

し
、
座
光
寺
地
区
の
清
ら
か
な
河

川
環
境
を
次
世
代
に
伝
え
ま
す
。

・
文
化
祭
に
て
ご
み
分
別
状
況
や

リ
サ
イ
ク
ル
啓
発
の
展
示
を
行

い
、
地
域
住
民
の
環
境
美
化
へ
の

関
心
を
高
め
ま
す
。

・
チ
ラ
シ
等
を
活
用
し
、
ポ
イ
捨

交
通
事
故
防
止
の
た
め
に

　

交
通
安
全
に
関
す
る
意
識
が
高

ま
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
し
て
い

き
ま
す
。
高
齢
者
・
小
学
校
・
保

育
園
の
交
通
安
全
教
室
、
交
通
安

全
運
動
期
間
中
の
人
波
作
戦
、
飲

酒
運
転
防
止
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

リ
ニ
ア
関
連
道
路
整
備
等
工
事
説

明
会
に
参
加
し
、
交
通
安
全
の
視

点
か
ら
意
見
を
述
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。
学
校
を
通
じ
て
工
事
の
情

報
を
流
し
、
子
供
た
ち
の
安
全
を

確
保
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
通
後
、
特
に

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
や
万
才
線
の
県

内
外
の
車
が
増
加
し
、
ス
ピ
ー
ド

違
反
等
、
交
通
安
全
の
面
で
問
題

が
生
じ
て
お
り
、
事
故
防
止
の
た

め
の
対
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

防
火
防
犯
の
た
め
に

　

他
地
区
で
Ｉ
Ｃ
開
通
後
、
盗
難

　

健
康
福
祉
委
員
会
で
は
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
標
に
事
業
計
画
を
し
ま
す
。

１　

福
祉
に
関
す
る
重
点
事
業

①
見
守
り
・
支
え
あ
い

②
結
婚
相
談
活
動
の
支
援

③
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
支
援

２　

健
康
に
関
す
る
重
点
事
業

④
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
支
援

具
体
的
事
業

・
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
を
更
新
・
共

有
し
災
害
時
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。

・
独
居
の
高
齢
者
の
方
を
対
象
に

声
か
け
訪
問
し
ま
す
。

・
ご
み
出
し
支
援
者
や
在
宅
介
護

を
さ
れ
て
い
る
方
に
感
謝
と
慰

労
の
意
を
示
し
ま
す
。

交
通
安
全
と

防
火
防
犯
の
た
め
に

　

生
活
安
全
委
員
会

委
員
長　

佐
々
木
　
敦

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　

健
康
福
祉
委
員
会

委
員
長　

原
田
美
保
子

「
人
と
の
つ
な
が
り
」を
大
切
に

　

公
民
館
委
員
会

公
民
館
長　

片
桐
　
善
昭

事
件
が
増
え
た
事
例
が
あ
り
、
小

学
生
と
協
働
し
た
防
火
防
犯
・
特

殊
詐
欺
防
止
啓
発
活
動
を
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
で
実
施
し
ま
す
。
ま
た

防
犯
灯
の
緊
急
点
検
を
実
施
し
、

保
守
維
持
管
理
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
地
元
の
皆
様
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
支
援
し
、
敬

老
祝
賀
会
・
戦
没
慰
霊
祭
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

・
高
齢
者
の
方
が
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

目
的
に
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
が

始
ま
り
、
い
き
い
き
教
室
・
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
と
合
わ
せ
運
営

協
力
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
関
係
で
中
止
し
て
い
た

事
業
が
再
開
し
２
年
目
と
な
り
ま

す
。
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
リ
ス
ク
も
あ

る
た
め
内
容
や
方
法
を
検
討
し
つ

つ
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
民
館
委
員
会
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希
薄
に
な

ら
な
い
よ
う
、
誰
も
が
楽
し
く
参

加
で
き
、
学
習
と
交
流
を
深
め
今

後
に
つ
な
が
る
事
業
を
検
討
し
、

各
種
団
体
と
連
携
し
て
住
み
や
す

い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

重
点
事
業
と
し
て
は
、

１
「
麻
績
の
里
体
験
学
校
」
を
企

画
し
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
健
康
で
心
身
と
も
に
た
く
ま
し

く
、
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
て

る
よ
う
育
成
に
努
め
ま
す
。

２
「
運
動
会
」
「
ス
ポ
ー
ツ
大

て
防
止
や
ゴ
ミ
拾
い
活
動
の
啓
発

を
行
い
ま
す
。

・
必
要
な
箇
所
へ
不
法
投
棄
防
止

看
板
及
び
犬
の
ふ
ん
放
置
禁
止
看

板
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

令和６年度 重点目標と活動方針
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今
年
度
の
活
動
方
針

　

麻
績
の
里
振
興
委
員
会

委
員
長　

筒
井
　
誠
逸

会
」
を
企
画
し
、
地
域
住
民
の
交

流
と
親
睦
、
健
康
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

３
「
地
域
文
化
祭
」を
企
画
運
営

し
、各
種
グ
ル
ー
プ
の
人
と
の
つ
な

が
り
や
絆
を
大
切
に
、学
習
と
文

化
の
輪
が
拡
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

４
「
地
域
学
習
会
」「
地
域
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
企
画
し
、地
域

課
題
の
把
握
に
努
め
、解
決
に
向

け
て
各
地
域
・
各
世
代
が
連
携
し

な
が
ら
学
び
合
う
場
と
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
主
な
個
別
事
業
と
し

て
、「
座
光
寺
人
形
劇
ま
つ
り
」

「
二
十
歳
の
集
い
」
「
大
人
の
体

験
会
」
ま
た
、
い
き
い
き
大
学
の

教
養
講
座
の
開
設
、
乳
幼
児
教
室

の
実
施
、
地
域
の
変
貌
の
記
録
と

情
報
発
信
、
地
区
交
流
事
業
へ
の

支
援
等
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
当
委
員
会
を
総
括
す
る

と
、
桜
ま
つ
り
を
縮
小
し
て
開
催

せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ほ
ぼ
予
定
し
た
計
画
を

展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

た
だ
令
和
５
年
度
の
重
点
目
標

で
あ
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
前
へ
の
完
全

復
活
は
、
か
な
う
事
が
で
き
な

か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

原
因
は
、
発
足
以
来
15
年
超
と

な
っ
た
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
高
齢

化
も
あ
り
、
班
活
動
の
出
席
人
数

も
減
少
し
、
今
後
の
事
業
展
開
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
現
実
が
あ
り

ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
今
年
度
重
点
目
標

を
次
の
３
点
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

１
、
新
メ
ン
バ
ー
加
入

２
、
班
の
組
織
再
編

３
、
事
業
内
容
の
見
直
し

　

ま
た
、
舞
台
校
舎
の
施
設
の
活

用
事
業
に
つ
い
て
は
、
校
舎
が
出

来
た
明
治
６
年
以
後
１
５
０
周
年

の
記
念
事
業
も
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

菊
の
里
づ
く
り
で
お
も
て
な
し

事
業
の
小
菊
栽
培
は
中
止
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
が
、
新
た
な
事
業
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

土
地
利
用
計
画
に
も
あ
る
水
辺

の
広
場
ゾ
ー
ン
の
活
用
と
し
て
環

境
を
保
全
し
座
光
寺
が
持
つ
自
然

の
場
と
理
解
し
、
そ
の
自
然
と
触

れ
合
い
地
域
の
皆
さ
ん
が
楽
し
め

る
憩
い
の
場
所
と
な
る
環
境
作
り

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

（
保
全
活
用
事
業
）

　

鯉
の
ぼ
り
設
置
事
業
で
は
、
座

光
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
に
て
安

み
ん
な
で
広
場
の
活
用
を

　

水
辺
の
広
場
委
員
会

委
員
長　

大
澤
　
義
信

曇
野
穂
高
神
社
よ
り
鯉
の
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
年
初
め
て

座
光
寺
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加
を

い
た
だ
い
て
１
０
０
匹
近
く
の
鯉

を
に
ぎ
や
か
く
広
場
に
掲
げ
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
（
４
月
末
〜
５

月
中
旬
ま
で
）
今
年
も
元
気
よ
く

泳
ぎ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
環
境
整
備
事
業
）

　

水
辺
の
広
場
の
草
刈
り
（
５
、

７
、
９
月
）
を
３
回
の
予
定
で
行

い
、
活
動
時
に
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
周

辺
の
ア
メ
シ
ロ
駆
除
消
毒
（
６

月
、
８
月
）
の
実
施
、
親
子
で
楽

し
め
る
水
辺
の
広
場
で
学
習
会

（
水
生
生
物
観
察
会
）
と
川
遊
び

（
７
月
）
を
、
公
民
館
育
成
部
と

の
合
同
事
業
と
し
て
計
画
し
て
い

ま
す
。
広
場
の
美
化
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

皆
様
が
主
役
で
す

　

麻
績
の
里
ふ
る
さ
と
応
援
倶
楽
部

委
員
長　

湯
沢
　
和
行

　

本
会
は
、
参
加
団
体
を
始
め
地

域
の
皆
様
の
連
携
や
ご
協
力
に
よ

り
元
気
な
座
光
寺
と
な
る
よ
う
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

当
地
域
は
、
リ
ニ
ア
開
通
が
遅

れ
る
と
は
い
え
、
近
い
将
来
都
市

部
・
外
国
等
へ
の
移
動
時
間
が
短

縮
さ
れ
経
済
・
生
活
環
境
が
激
変

す
る
と
想
定
で
き
ま
す
。
こ
れ
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
座
光
寺
の
魅
力

で
あ
る
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
活

か
し
た
交
流
を
図
り
、
地
域
産
業

を
は
じ
め
座
光
寺
に
暮
ら
す
人
た

ち
が
物
心
共
に
豊
か
に
な
り
、
更

に
座
光
寺
が
魅
力
的
で
暮
ら
し
や

す
く
な
る
こ
と
を
次
世
代
に
つ
な

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
皆
様
の
声
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
大

切
に
今
年
度
は
次
の
３
点
を
重
点

に
取
り
組
み
ま
す
。

①
情
報
発
信
―
座
光
寺
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
座
光
寺
便
の
充
実

②
リ
ニ
ア
開
通
を
見
据
え
景
観
や
土

地
利
用
等
の
意
見
交
換
を
企
画

③
座
光
寺
内
外
の
相
互
交
流
（
渋

谷
区
他
）
支
援

　

今
年
度
も
闊か

っ
た
つ達
な
活
動
と
な
る

よ
う
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

歴
史
に
学
び
地
域
を
た
ず
ね
る

会
で
は
、
令
和
６
年
度
は
地
域
探

訪
を
地
域
内
２
回
、
地
域
外
を
１

回
の
合
計
３
回
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

リ
ニ
ア
開
通
ま
で
は
Ｊ
Ｒ
東
海

の
発
表
で
完
成
が
こ
れ
か
ら
10
年

か
か
る
と
の
事
で
す
が
、
座
光
寺

地
域
は
毎
日
確
実
に
リ
ニ
ア
工
事

地
域
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
願
い
致
し
ま
す

　

歴
史
に
学
び
地
域
を
た
ず
ね
る
会

会
長　

田
口
　
博
人

で
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
先
人

が
残
し
た
遺
跡
等
を
見
な
が
ら
、

変
わ
り
行
く
座
光
寺
地
域
を
皆
さ

ん
と
観
て
お
き
た
い
の
で
、
地
域

探
訪
に
是
非
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
地
域
の
古
老
の
方
々

か
ら
の
聞
き
取
り
を
再
開
し
、
今

年
の
３
月
ま
で
に
29
回
聞
き
取
り

が
で
き
ま
し
た
。
50
回
を
目
標
に

毎
月
第
２
火
曜
日
の
午
前
９
時
よ

り
麻
績
史
料
館
で
行
っ
て
い
ま
す

の
で
地
域
の
方
々
も
一
緒
に
ご
参

加
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

地
域
か
ら
出
た
史
料
の
整
理
や

勉
強
会
を
毎
月
第
４
火
曜
日
に
麻

績
史
料
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
実

際
に
史
料
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
機
会
で
す
の
で
興
味
の
あ
る

方
は
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

恒
川
官
衛
遺
跡
の
講
演
会
を
９

月
８
日
（
日
）
に
、
麻
績
舞
台
校

舎
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
２
月
の

座
光
寺
地
域
文
化
祭
の
開
催
時
に

予
定
し
、
組
合
回
覧
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
多
く
の
方
の
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

く
ど
い
よ
う
で
す
が
当
会
は
こ

の
よ
う
に
地
域
の
方
々
に
地
域
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
講
演
会
を
続

け
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

６
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
↓
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◎
浪
漫
の
郷
座
光
寺　

案
内
人
の

活
動
の
充
実

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
東

京
都
の
「
ま
ほ
ら
b
o
」
（
三
宅

基
之
代
表
）
が
企
画
し
た
「
夏
の

交
流
体
験
in
座
光
寺
」
に
参
加
し

た
小
学
生
、
中
川
村
公
民
館
主
催

の
「
歴
史
の
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

２
０
０
０
年
浪
漫
の
郷
・
飯
田
市

座
光
寺
地
区
を
歩
く
」
の
皆
さ
ん

な
ど
４
件
の
ガ
イ
ド
事
業
を
実
施

し
、
浪
漫
の
郷
座
光
寺
の
魅
力
を

82
名
の
お
客
さ
ま
に
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
後
の
観
光
客

の
増
加
等
を
見
据
え
、
南
信
州
観

光
公
社
等
と
の
密
接
な
連
携
の
下
、

案
内
人
の
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ

ま
す
。
ガ
イ
ド
研
修
会
の
開
催
等

を
通
じ
て
案
内
人
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
と
と
も
に
ガ
イ
ド
時
に

使
用
で
き
る
地
域
内
の
共
通
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
ガ
イ
ド
資
料
）
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
地
域
探
訪
事
業
の
実
施

　

昨
年
度
は
、
太
陽
光
発
電
の

「
地
域
貢
献
寄
付
金
」
を
活
用
し

た
ス
タ
ン
プ
帳
と
浪
漫
の
郷
ス
タ

ン
プ
を
作
成
し
て
地
域
探
訪
事
業

１
、
座
光
寺
地
域
内
の
交
流

　

公
民
館
育
成
部
と
協
力
し
て
、

親
子
で
楽
し
む
り
ん
ご
祭
り
を
開

催
し
ま
す
。
９
月
29
日
（
日
）
に

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
観
察
、
り
ん
ご

狩
り
、
り
ん
ご
を
使
っ
た
親
子
料

理
を
計
画
し
ま
す
。

２
、
渋
谷
区
と
の
交
流

　

６
月
に
渋
谷
区
内
に
あ
る
り
ん

ご
の
木
の
管
理
と
住
民
と
の
交
流

を
行
い
ま
す
。

　

10
月
に
は
原
宿
キ
ャ
ッ
ト
ス
ト

リ
ー
ト
の
お
祭
り
、
お
ん
で
ん

ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

参
加
し
て
パ
ノ
ラ
マ
フ
ァ
ー
ム
の

り
ん
ご
を
販
売
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ

で
止
ま
っ
て
い
る
区
民
の
方
と
交

流
の
再
開
を
願
い
、
区
長
さ
ん
の

来
園
を
計
画
し
ま
す
。

３
、
奈
良
と
の
交
流

　

奈
良
市
の
青
少
年
野
外
交
流
セ

「
浪
漫
の
郷  

座
光
寺
」の

魅
力
発
信

　

２
０
０
０
年
浪
漫
の
郷
委
員
会

会
長　

牧
野
　
光
彰

に
参
加
し
た
子
ど
も
さ
ん
や
子
育

て
世
代
の
皆
さ
ん
に
も
楽
し
み
な

が
ら
史
跡
等
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

座
光
寺
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
に

触
れ
て
い
た
だ
く
た
め
の
地
域
探

訪
事
業
を
歴
史
に
学
び
地
域
を
た

ず
ね
る
会
、
麻
績
の
里
振
興
委
員

会
、
公
民
館
な
ど
と
の
共
同
開
催

で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◎
恒
川
官
衙
遺
跡
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
の
活
用
方
策
を
検
討

　

昨
年
度
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
エ
リ
ア
の

実
施
設
計
段
階
に
合
わ
せ
て
住
民

に
対
す
る
学
習
会
を
開
催
し
た

ほ
か
、ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
展
示
内

容
に
関
し
て
当
委
員
会
が
要
望
し

て
い
た「
メ
タ
バ
ー
ス
」の
体
験
会

を
文
化
祭
の
際
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

の
建
設
に
併
せ
て
同
施
設
の
活
用

方
策
等
を
飯
田
市
教
育
委
員
会
と

協
働
す
る
中
で
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
意
見
・
要
望
を
反
映
し
、
飯
伊

を
俯
瞰
す
る
立
場
か
ら
の
「
浪
漫

の
郷
構
想
」
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

◎
「
2
0
0
0
年
浪
漫
の
郷　

づ
く

り
」
に
地
域
一
丸
と
な
っ
て
活
動

　

第
２
次
基
本
構
想
・
基
本

計
画
（
第
３
章
）
に
基
づ
き

「
２
０
０
０
年
浪
漫
の
郷
づ
く

り
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
座
光

寺
公
民
館
の
ほ
か
歴
史
に
学
び
地

域
を
た
ず
ね
る
会
や
麻
績
の
里
振

興
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
各
団
体
等
と
の
連
携
・
協
力
を

進
め
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
の
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

パ
ノ
ラ
マ
フ
ァ
ー
ム
を

交
流
の
場
に

　

パ
ノ
ラ
マ
フ
ァ
ー
ム
大
門

場
長　

長
沼
　
　
豊

み
ん
な
で
考
え
る

リ
ニ
ア
開
通
後
の
座
光
寺

　

土
地
利
用
計
画
運
営
委
員
会

委
員
長　

長
沼
　
　
豊

ン
タ
ー
の
り
ん
ご
の
木
が
コ
ロ
ナ

で
交
流
で
き
な
い
う
ち
に
枯
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
の
う
ち
に

苗
木
１
５
０
本
を
育
て
来
年
２
月

に
植
付
け
に
行
き
、
交
流
を
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

４
、
東
京
と
奈
良
の
子
供
の
交
流

　

８
月
の
夏
休
み
中
に
両
地
区
の

り
ん
ご
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
座
光

寺
に
集
合
し
て
地
区
内
を
探
訪
す

る
「
ロ
ー
ド
オ
ブ
り
ん
ご
」
に
協

力
し
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
２
年
目
と
な

り
ま
す
。
日
赤
活
動
資
金
は
皆
様

か
ら
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
お
金

を
（
赤
十
字
の
活
動
を
支
援
す
る

お
金
と
し
て
）
災
害
時
の
医
療
救

護
や
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
な
ど
被
災

さ
れ
た
方
々
へ
の
人
道
支
援
や
、

平
時
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
・
防
災
教
育

な
ど
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
義
援
金
は
被
災
さ
れ
た

方
々
へ
の
当
面
の
生
活
を
支
援
す

る
た
め
に
配
分
さ
れ
、
全
額
被
災

さ
れ
た
方
々
に
届
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

　

５
月
に
飯
田
市
全
分
団
で
の
炊

き
出
し
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

座
光
寺
分
団
で
は
、
６
月
、
８

月
、
９
月
と
炊
き
出
し
訓
練
実
施

予
定
で
す
。
救
急
法
講
習
も
５
月

に
飯
田
市
全
分
団
の
救
急
班
長
副

班
長
が
参
加
実
施
予
定
で
す
。
座

光
寺
分
団
で
も
各
月
、
子
ど
も
さ

ん
を
含
む
地
元
の
皆
様
と
一
緒
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
知
識
や
技
術
を

　

リ
ニ
ア
の
開
通
が
予
定
よ
り
遅

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、地
域

を
考
え
る
時
間
を
い
た
だ
い
た
と

捉
え
て
、土
地
利
用
計
画
の
見
直

し
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
今
年
度
は
２
つ
の
重
点
地

区
を
取
り
上
げ
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

１
つ
は
リ
ニ
ア
駅
か
ら
エ
ス
・

バ
ー
ド
の
区
間
。
２
つ
目
は
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
か
ら
大
堤
ま
で

の
区
間
で
す
。
検
討
を
進
め
る
に

当
た
り
、
そ
の
き
っ
か
け
と
し
て

６
月
中
旬
に
地
域
住
民
を
対
象

に
、
市
の
考
え
と
信
州
大
学
の
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究
室
の
学
生
の

研
究
成
果
を
聞
く
機
会
を
計
画
し

日
赤
の
活
動

　

日
赤
奉
仕
団 

座
光
寺
分
団

分
団
長　

遠
山
　
京
子

た
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
方
の

参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
土
地
利
用
計
画
運
営

委
員
会
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

令和６年度 重点目標と活動方針

３
ペ
ー
ジ
の
つ
づ
き
↓
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宮
の
前

片
桐
　
義
宣

唐

沢

棚
田
　
正
一

共

和

湯
澤
　
悟
志

下
羽
場

小
島
　
隆
樹

中
河
原

棚
田
　
善
幸

中
羽
場

櫛
原
　
文
夫

欠

野

棚
田
　
利
治

河

原

原
　
　
英
道

高

岡

氏
井
　
利
彦

恒
川
清
水

西
澤
　
敏
夫

市
場
通
り

後
藤
　
　
稔

北
市
場

佐
藤
　
保
浩

上

野

今
村
　
　
司

上
野
新
町

大
野
　
良
人

万

才

佐
々
木
雅
勝

原

竹
内
　
　
昇

宮

崎

大
隅
　
一
広

大

堤

古
瀬
　
良
武

　

（
地
区
）　
　
　

（
氏
名
）

【収入の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
予算区分 金　　額 説　　明

会 費 15,930 ,0 0 0 個人会費、法人会費
消 防 協 力 費 1,250,0 0 0
補 助 金 9,205 ,14 0 市県からの各種補助金
負 担 金 400,0 0 0 会議参加者負担金他
繰 越 金 12 ,177,5 68 令和５年度繰越金
雑 入 37, 292 利子、祝儀等
合　　計 39,0 00 ,0 0 0

【支出の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
予算区分 金　　額 説　　明

報 酬 990,0 0 0 自治委員報酬
諸 手 当 1,834 ,5 0 0 各種委員手当
賃 金 1,120,0 0 0 会計事務補助賃金他
報 償 費 533 ,0 0 0 地区役員報酬他
旅 費 2,900,0 0 0 地域外会議参加費、研修旅費他
交 際 費 350,0 0 0 祝儀他
需 用 費 1,300,0 0 0 消耗品、印刷製本費、会議費他
役 務 費 543 ,0 0 0 保険料、手数料、郵送料他
使用料・賃借料 100,0 0 0 事業用機材他
原 材 料 50,0 00 山砂他
地 域 振 興 費 11,327,70 0 特別委員会、夏祭り、歴史史料整備他
各 委 員 会 費 7,685 ,0 0 0 環境衛生、生活安全、健康福祉、公民館
施設整備、管理費 1,9 00 ,0 0 0 麻績会館、マレットゴルフ場他
備 品 購 入 費 350,0 0 0 事務機器他
負担金、補助金及び交付金 4 , 270 ,0 0 0 自主防災会、各区連絡会、消防団他
積 立 金 0 公共事業基金
予 備 費 3,746 ,8 0 0
合　　計 39,0 00 ,0 0 0

【収入の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
予算区分 金　　額 説　　明

会 費 15,928 ,9 4 0 個人会費、法人会費
消 防 協 力 費 1,238 ,5 4 4
補 助 金 9,808 ,5 42 市県からの各種補助金、ふるさと納税
負 担 金 417,690 会議参加者負担金
繰 越 金 10,929,769 令和４年度繰越金
雑 入 127,817 夏の交流体験参加負担金、ガイド料他
合　　計 38,451 ,302

【支出の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
予算区分 金　　額 説　　明

報 酬 960,0 0 0 自治委員報酬
諸 手 当 1,693 ,730 各種委員手当
賃 金 1,041 ,651 会計事務補助賃金
報 償 費 464 ,102 地区役員報酬他
旅 費 1,328 ,160 地域外会議参加費、研修旅費他
交 際 費 141, 266 祝儀他
需 用 費 1,065 ,6 81 消耗品、印刷製本費、会議費他
役 務 費 465,083 保険料、手数料、郵送料他
使用料・賃借料 0
原 材 料 費 0
地 域 振 興 費 8,468 ,117 特別委員会、夏祭り、歴史史料整備他
各 委 員 会 費 5,608 ,5 0 0 環境衛生、生活安全、健康福祉、公民館
施設整備、管理費 657,955 麻績会館、マレットゴルフ場他
備 品 購 入 費 0
負担金、補助金及び交付金 3 ,694 ,4 89 自主防災会、各区連絡会、消防団他
積 立 金 0 公共事業基金
予 備 費 685,0 0 0 マレットゴルフ場復旧（ふるさと納税分）
合　　計 26, 273 ,73 4

令和5年度　地域自治会決算 令和6年度　地域自治会予算

消
防
団
令
和
６
年
度
重
点
目
標

　

座
光
寺
消
防
団

分
団
長　

林
　
　
克
曉

学
ぶ
良
い
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
年
２
回
の
赤
い
羽
根
募
金

や
、
福
祉
施
設
等
へ
の
奉
仕
活
動

も
実
施
予
定
で
す
。
地
元
の
皆
様

と
共
に
活
動
で
き
る
場
を
広
げ
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

◎
火
災
予
防
の
推
進

　

地
域
で
の
火
災
予
防
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
住
民
の
火
災
防
止

意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
火
災
発

生
件
数
の
減
少
を
目
指
し
ま
す
。

◎
迅
速
か
つ
適
切
な
消
火
活
動
の

実
施

　

火
災
発
生
時
に
は
速
や
か
に
現

場
に
到
着
し
、迅
速
か
つ
適
切
な
消

火
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

火
災
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ま
す
。

◎
緊
急
時
に
お
け
る
協
力
体
制
の

確
保

　

地
域
住
民
や
自
治
体
、
そ
の
他

関
連
団
体
と
連
携
し
、
緊
急
時
に

お
け
る
協
力
体
制
の
確
保
を
図
り

ま
す
。

　

消
防
団
員
は
能
力
向
上
の
た
め

訓
練
を
行
い
、
専
門
知
識
や
技
術

の
向
上
を
図
り
、
災
害
対
応
力
を

身
に
つ
け
ま
す
。
消
防
団
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
治
会
表
彰

自
治
会
表
彰

令
和
５
年
度
座
光
寺
地
域

令
和
５
年
度
座
光
寺
地
域

　

５
月
１
日
（
水
）
座
光
寺
公
民

館
に
お
い
て
自
治
会
表
彰
の
授
賞

式
が
行
わ
れ
、
今
回
は
湯
沢
悟
志

様
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

湯
沢
　
悟
志
　
様

　

２
期
４
年
に
わ
た
り
飯
田
市
結

婚
相
談
員
と
し
て
、
飯
田
市
お
よ

び
座
光
寺
地
域
の
発
展
に
献
身
的

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
湯
沢
悟
志
様
よ
り

　

名
誉
な
賞
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
結
婚
相
談

員
を
4
年
間
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
思
っ
た
よ
う
な

活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
で
も
後
半
の
２
年
間
は
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
短
い
期

間
で
し
た
が
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が

で
き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
転
入
】

　

地
域
振
興
担
当

　
　

佐
々
木
行ゆ
き
ひ
ろ博

（
商
業
観
光
課
よ
り
）

【
転
出
】

　

地
域
振
興
担
当

　
　

霞　
　

憲
治

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
）

セ
ン
タ
ー
職
員
の
異
動

令
和
６
年
度
地
区
長
名
簿
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座
光
寺
　
　
発
行
／
座
光
寺
地
域
自
治
会
　
編
集
／
公
民
館
委
員
会
広
報
部
　
印
刷
／
龍
共
印
刷
株
式
会
社

こ
の
広
報
誌
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

●広報座光寺のバックナンバーを座光寺のホームページからご覧になれます。

　

近
年
は
何
か
と
異
常
気
象
が
伝

え
ら
れ
る
。
夏
の
高
温
・
冬
の
多

雪
等
々
多
彩
だ
。
基
本
的
に
は

C
O
2

な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
過
多
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、
分
か
っ
て
い
て
も
１

人
１
台
の
車
は
手
放
せ
な
く
な
っ

て
い
る
。

　

季
節
に
よ
る
気
温
の
変
化
は
身

の
回
り
の
生

命
現
象
に
現

れ
る
。
花
の

開
花
や
鳥
の

渡
り
等
は
そ

の
例
だ
。
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ

ザ
ク
ラ
の
開

花
前
線
は
な

じ
み
が
深

い
。
日
本
列

島
は
南
北
に

長
い
の
で
開

花
前
線
は
北

上
、
毎
年
話

題
に
な
る
。

と
り
わ
け
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

は
挿
し
木
や
接
ぎ
木
で
増

や
さ
れ
る
ク
ロ
ー
ン
で
遺

伝
的
に
は
同
一
個
体
と
同

じ
。
き
れ
い
な
開
花
前
線

に
な
る
。

　
春
は
下
か
ら
上
へ

　

こ
の
開
花
前
線
、
同
一

地
域
で
は
標
高
に
現
れ
、

低
地
か
ら
高
地
に
登
っ
て

い
く
。
長
野
県
内
の
開
花

と
標
高
の
関
係
を
記
録
し

た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
座
光
寺
の
記
録
も
入
っ

て
い
る
。

　
秋
は
上
か
ら
下
へ

　

秋
に
開
花
す
る
植
物
は
標
高
の

高
い
所
が
先
に
咲
く
。
ア
キ
ノ
ノ

ゲ
シ
や
リ
ュ
ウ
ノ
オ
ギ
ク
等
だ

が
、
代
表
と
し
て
座
光
寺
に
も
多

い
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
を
紹
介
す

る
（
1
割
開
花
日
）。
1
日
に
標

高
24
m
も
下
っ
て
い
る
。
紅
葉

前
線
は
上
か
ら
下
っ
て
く
る
し
、

冬
も
山
か
ら
里
に
下
り
て
く
る
。

　
春
と
秋
の
中
間
は
？

　

面
白
い
こ
と
に
春
と
秋
の
間
は

山
の
上
も
下
も
ほ
ぼ
同
じ
に
咲

く
。
初
夏
に
咲
く
ヌ
ル
デ
や
晩
夏

～
初
秋
に
咲
く
ク
ズ
が
そ
れ
に
あ

た
る
。

　
（
伊
那
谷
自
然
友
の
会　

小
林
正
明
）

　

今
年
の
G
W
は
数
年
ぶ
り
に

制
限
の
な
い
大
型
連
休
で
し
た
。

ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
、
お
花
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。

ベ
ゴ
ニ
ア
が
メ
イ
ン
で
展
示
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
花
言
葉
の
ひ
と
つ

で
あ
る
「
幸
福
な
日
々
」
を
象
徴

す
る
よ
う
に
、
色
鮮
や
か
に
咲
き

誇
っ
て
い
ま
し
た
。
陽
が
落
ち
る

と
少
し
寒
く
な
り
ま
し
た
が
、
同

時
開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
る
と
歓
声
が

上
が
り
、
皆
思
い
思
い
に
写
真
を

撮
っ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
だ
楽
観

視
で
き
な
い
状
況
で
す
が
、
対
策

し
な
が
ら
心
に
余
裕
を
持
ち
日
々

を
過
ご
し
て
い
け
た
ら
幸
せ
だ
と

感
じ
ま
し
た
。（
広
報
部　

矢
澤
）

座
光
寺
の
自
然 

36

　
開
花
と
標
高

ソメイヨシノの開花と標高（1995年）

標
高
（
m
）

月日

y= 16.106x －560071
1200

1000

800

600

400

200

0
4/1 4/11 4/264/21 5/1 5/64/164/6

アキノキリンソウの開花と標高（1994・1995年）

標
高
（
m
）

月日

y= －23.667x ＋ 923305
2500

2000

1500

1000

500

0

7/2 7/22 8/11 8/31 9/20 10/10 10/30
アキノキリンソウ

クズ

蕾
の
１
割
が
開
花
し
た
日
と
標
高
の
相
関
図
。

回
帰
式
（
プ
ロ
ッ
ト
を
直
線
に
し
た
式
）
の
ｙ

は
標
高
、
16
・
1
は
1
日
に
16
・
1
m
登
る
こ

と
を
意
味
、
ｘ
は
日
付
。


